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スタイルセンサーの課題を解決するために，このセンサーの特性や織物規格について検討




文に係る研究構成について記した．                            
 第 2章では，テキスタイルセンサーの応答性についての研究結果を述べた．今回作成し
たテキスタイルセンサーの検知圧力応答性は，加圧時は 100 ns，除圧時は 400 nsであり，
感圧スイッチに適していることを明らかにした．また，テキスタイルセンサーの繰り返し
圧縮圧力の検知が可能な周波数領域は 30 Hz以下であることを明らかにした．                    
 第 3章では，テキスタイルセンサーの動的圧縮耐久性についての研究結果を述べた．テ
キスタイルセンサーへ最大 20 kPa の繰り返し圧力を負荷したとき，繰り返し回数が 100
万回以下であれば，動的圧力負荷前の圧力検知応答性が維持されること，200 万回を超え
ると検知圧力の増加や測定不能な箇所が増えることなど，動的圧力負荷前後の検知圧力の












すると，小さい圧縮圧力で検知できることを明らかにした．                                   
 第 7章では，本論文のまとめを行い，今後の課題や展望を述べた．                              
                                             
                                             
                                             
                                            
                                           
 
